
026_CNL

□□ CMS News Letter □□□□□□□□□□□□Core Micro Systems □□□
　　　　　　
コアマイクロシステムズ、VMware View対応超高性能スケーラブルVDI環境向け
低価格VDIターンキーアプライアンス「PrimeVDIシリーズ」を発売開始

～NexentaVSA For VMware Viewを活用した大規模スケーラブルVDIソリューション～
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いつもお世話になっております。
コアマイクロシステムズの吉政でございます。

VDI来ました！ということで、以前から構想していたPrimeVDIがいよいよ発表となりま
した。

VDIはVirtual Desktop Infrastructureの略でライアントPCのからデスクトップOS環境を
サーバ上の仮想環境に集約し、稼働・管理する基盤です。

一昔前であれば、サーバ上に会社のクライアント環境を集約するなんて、考えられま
せんでしたが、ネットワークを含めた技術の進歩により、ストレスなく使用できるように
なりました。クライアント環境が集約されれば、管理者の負担は相当楽になります。
しかも、クライアントPCの紛失時や盗難時のリスクも軽減されます。　非常に便利な
VDIですが、システムが集約されればストレージの負担もかなり高くなり、コストも増加
します。

そこで、弊社は最新の技術を組み合わせた低コストで超高性能スケーラブルなターン
キー・ストレージサーバシステムを開発しました。

VDIに興味がある方は是非ご覧ください。

それでは今号も宜しくお願いいたします。
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[News & Topics]

◇1月29日発表
VMware View対応超高性能スケーラブルVDI環境向け
低価格VDIターンキーアプライアンス「PrimeVDIシリーズ」を発売開始

◇1月25日
オンライン通販の「Amazon」で、Synologyの多機能・高性能NASの販売を開始しまし
た。第一段は4モデルからスタート。お買い求めしやすいAmazonで、ぜひSynologyの
導入をご検討ください。よろしくお願いいたします。
http://www.amazon.co.jp/shops/AU0Y6LQIN9T5D

【Facebook】
Facebookのページを運営しています。
全ての最新情報をこのページでも告知します。宜しければイイネをお願いします。
http://www.facebook.com/core.micro.systems.inc/

[ストレージ・マーケティングコラム]

第十三回：NexentaVSA For VMware Viewとは
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[News & Topics]

◇1月29日発表
コアマイクロシステムズ、VMware View対応超高性能スケーラブルVDI環境向け
低価格VDIターンキーアプライアンス「PrimeVDIシリーズ」を発売開始
～NexentaVSA For VMware Viewを活用した大規模スケーラブルVDIソリューション～

URL　http://www.cmsinc.co.jp/news/2013/news201301290.html
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解説：
仮想化技術の進歩に伴い、最近では急速にデスクトップPC環境の仮想化（VDI）の
ニーズが高まっています。しかしながら、VDI環境の構築は、サーバ仮想化に比べ
て、コストとパフォーマンス要求のハードルが非常に高く、未だに現実的なソリュー
ションに至っていないのが現実です。

コアマイクロシステムズでは、これらの現実を直視し、基本的な問題点を分析し、こ
れらの問題を効率的に解析する技術を確立すると同時に低価格に導入/拡張がで
きるスケールアウト型のVDIターンキーシステムを開発しました。仮想デスクトップ当
り1万強（VMware Viewライセンスは別）での構築を可能にします。これにより、大規
模エンタープライズVDIからサービス型VDIに至るまで幅広く、低価格で高速なVDI環
境を提供できるようになります。

今回は各用途にあわせて以下のラインナップをご用意しています。

1.　オフィス向　スタンドアロンVDIターンキーシステム
2.　スモールエンタープライズ向　VDIターンキーシステム
3.　エンジニアリング向　超高性能VDI（ワークステーション）ターンキーシステム
4.　ラージエンタープライズ向　大規模VDIターンキーシステム
5.　クラウドサービス / データセンタ向　超大規模VDIターンキーシステム

仕様や価格は上記のURLをご覧ください。

また、今回は詳細の資料（構成図やアーキテクチャーを含む）をドキュメントセンター
にアップしています。興味がある方は以下よりダウンロードください。
http://www.cmsinc.co.jp/doccenter/index.html
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第十三回：NexentaVSA For VMware Viewとは

今回のメールマガジンでご紹介したPrimeVDIシリーズにも採用されているNexenta
VSA For VMware Viewを簡単にご紹介します。

そもそもNexentaVSA For VMware ViewのNexenta（読み方：ネクゼンタ）はOpen
Solarisの後継的な役割を担いつつ次世代のストレージOSを目指し進化を続けている
NexentaStor（ネクゼンタ・ストア）のシリーズ製品です。NexentaStorはOSSである
NexentaOSを核にした有償オプションを組み合わせた超高機能ストレージOSです。

ストレージ各社の最高製品に採用されてる機能はほぼ提供されています。汎用的な
ストレージを用いて高価なストレージと同じことができる製品です。海外では通信業者
のインフラでも使用されており、堅牢且つ高機能、ハイパフォーマンスであることは
言うまでもありません。

ただ、インストールやメンテナンスなど若干癖があるため、弊社ではアプライアンスで
販売しています。

NexentaVSA For VMware ViewはVMware vSphereやVMware vCenter Serverに、
NexentaStor仮想ストレージを統合管理することができます。デスクトップ、ハイパー
バイザ、ストレージ間の相互連携を容易にします。特徴は以下をご覧ください。

・VDI構成の自動化
・性能分析 / 調整 / 最適化
・高効率リアルタイムデータ圧縮 / 重複排除
・強力なARCキャッシュメカニズムによるブートストーム対応とランダム書込みの高速化
・VAAI NASサポートによる超高速NFSコネクション
・高度なデータ保護 / 修復機能とバックアップ / レプリケーション機能

興味がある方は、NexentaVSA For VMware Viewの解説動画がいかにございますの
で、ご覧ください。

http://p.tl/PvCb

（マーケティング・アドバイザー　吉政忠志）
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※　CMS News Letterについては下記にバックナンバーをアップしています。
　　http://www.cmsinc.co.jp/mm/mailmagazine/index.html
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SynologyがAmazonの弊社Amazonストアで購入できるようになりました。NASの需要は
とても高いですが、安価すぎたり、高価すぎたりで、なかなかぴったりくるものがないの
ではないでしょうか？そんな時には是非Synologyをご覧ください。Synologyをご存じな
い方は以下をご覧ください。（吉政）

※Synology
http://www.cmsinc.co.jp/products/partners/synology.html

―――――――――――――――――――――――――――――――――――
コアマイクロシステムズでは、お客様事例を募集しております。事例公開にご
協力いただきましたお客様の社名やお取り組みを弊社のホームページや販促資
料に記載し、皆様のビジネスの露出度向上に些少でも貢献出来ればと思います。
お気軽に弊社担当までお申し付けください。
―◇本メールマガジンの登録解除方法◇―――――――――――――――――
このメールに対する登録解除は★そのまま返信★でその旨をお伝えください。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――
本メールマガジンの送付先追加と送付先変更方法
このメールマガジンに★そのまま返信★で下記の項目をCut & Pasteして項目
を埋め、返信して下さい。

変更の場合、旧送付先：
（１）メールアドレス：
（２）氏名　　　　　：
（３）会社名　　　　：
（４）部署名　　　　：
（５）役職名　　　　：

―――――――――――――――――――――――――――――――――――
発行人：コアマイクロシステムズ株式会社　吉政　忠志
──――─―─―─（C) Core Micro Systems Inc., All Rights Reserved ―
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